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エキシ トニック相の存在はMottによって予言された｡いわゆるMott条件は,強磁場

をかけ, 電子正孔のバンドのOverlap2G を減少させることで実現可能となる｡ 他方

強磁場極限では9 電子の運動 は一元次的 とな り,このような系での秩序相は存在 しえな

い事になる｡

今つぎのようなモデルを考える｡ 強磁場下で電子正孔は最低のランダウレベルにあり,

このレベルから他のランダウレベル-の遷移を無視するo又相互作用としてHint-gJ
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を考える｡ ここで a;電子バンド, b;正孔バンド

このような trancatedsystemについてBogoliutx)Vの不等式 を用いオーダーパラメー

ターサ…Pa(r)平吉(r)の相関関数 1/B く け (q),少(q))+> を評価する

と [β(q), 〟(q′)]≠0 (〟(q)は粒子密度)という性質によって,その値は

有限,ただし強磁場極限において,その値は-となりC一次元的になるので)秩序相は

存在し得ない事を示す｡つまりこの systemで エキ トニック相-の転移温度Tcは B

-∞で0とならねばならない｡今分子場近似 CBCS-Gorkov理論 と同様の)において,

Tco∝ IgN⊥(B)12 を得る｡ ここでN⊥(B)は磁場に垂直な面内での状態密度.この

TcoはB- -で正しい振舞をしない.正 しい振舞を得るためには少ゆらぎの他の物理量

-の寄与を問題にしなければならない.そのときゆらぎC')相関の大きさ及びゆらぎの利

用できる位相空間の体積が問題 とな｡,その大きさは,1/E〟fl (ただしE〟E⊥ は

それぞれ磁場に平行,.垂直なゆらぎの相関距離)はBに比例し (El～～p - ノこて云)

ゆらぎの効果は磁場に比例して増大する｡ 分子場のまわ りのRPAによるゆらぎの相関

関数をo次近似としてゆらぎの相互作用を取 り込んだSelf-ConsistentHartree近似

による計算を行なうと, lGl≫ kTのときT｡∝1/1′官 IGl<～RTのときT｡∝

Tc｡/10の結果を得る. lGIぞkT の場合に正しい振舞をしない事からこの近似では

不充分でさらにゆらぎのモード間の相互作用を取 り込んだ理論が必要になる｡ 実際この
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相互作用の強さはN⊥ (B) に比例LB-∞で重要となってくるo
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